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カ
 

本
宮
山
と
茶
臼
山
を
分
布
域
と
し
た

二
つ
の
個
体
群
が
拡
大
し
た
も
の
と
推

測
す
る
。
 

平
成
五
年
、
設
楽
町
誌
・
稲
武
町
史
(自

然
)
に
編
纂
し
た
哺
乳
類
で
は
本
種
の
出

現
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
設

楽
町
の
鹿
島
山
に
お
い
て
出
現
情
報
が

あ
り
当
地
へ
の
拡
大
が
危
惧
さ
れ
た
。
四

谷
地
内
に
お
い
て
平
成
十
二
年
に
鞍
掛

山
(
通
称
:
遠
望
)
で
確
認
、
当
分
の
間
見

ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
平
成
十
七
年
頃

か
ら
目
視
情
報
が
相
次
ぐ
と
同
時
に
分

布
域
が
急
速
に
拡
大
さ
れ
た
。
現
在
は
鳳

来
・
新
城
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
ま
で
急
速
に

拡
大
し
て
し
ま
っ
た
。
 

一
方
、
本
宮
山
を
分
布
域
と
し
た
群
は

茶
臼
山
個
体
群
よ
り
も
早
期
か
ら
拡
大

傾
向
に
あ
っ
た
。
特
に
作
手
地
区
の
拡
大

が
顕
著
で
あ
る
。
 

本
種
は
跳
躍
力
が
大
き
く
、
田
ん
ぼ
へ

の
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を
防
ぐ
ト
タ
ン
板

や
電
気
策
な
ど
軽
々
と
飛
越
し
被
害
を

及
ぼ
す
害
獣
で
あ
り
、
住
民
の
多
く
が

「
シ
カ
が
出
た
ら
百
姓
も
終
わ
り
だ
。
」

と
嘆
い
て
い
る
。
 

本
種
の
食
性
調
査
の
結
果
、
稲
穂
、
草

や
木
の
葉
、
サ

サ
、
果
実
、
ワ

サ
ビ
の
葉
な

ど
、
シ
キ
ミ
以

外
は
何
で
も

食
べ
る
。
 

林
道
な
ど
で
複
数
の
雌
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
る
。
晩
秋
の
交
尾
期
に
な
る
と

雄
は
「
フ
ィ
ー
」
と
鳴
き
声
を
発
し
求
愛

を
行
う
。
雌
は
一
頭
の
仔
を
産
む
。
 

 
雄
の
角
は
毎
年
生
え
変
わ
り
年
ご
と

に
角
の
枝
が
多
く
な
り
四
年
の
成
獣
で

は
四
枝
に
も
な
る
。
角
の
生
え
変
わ
り
は

二
本
同
時
で
な
く
片
方
ず
つ
変
わ
る
。
こ

れ
は
、
敵
を
威
嚇
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
 

イ
ノ
シ
シ
 

 
神
経
質
で
警
戒
心
が
非
常
に
強
い
。
ま

た
、
学
習
能
力
は
(舜
)よ
り
遥
か
に
優
れ

て
い
る
。
 

雌
成
獣
は
十
二
月
頃
か
ら
約
二
か
月

間
が
繁
殖
期
で
発
情
は
約
三
日
で
終
わ

る
。
交
尾
し
た
雄
は
次
の
発
情
雌
を
求
め

て
徘
徊
、
交
尾
を
繰
り
返
す
。
そ
の
間
、

餌
も
摂
ら
ず
に
奔
走
す
る
た
め
、
発
情
期

の
終
わ
る
春
頃
に
は
か
な
り
や
せ
細
る
。

出
産
は
年
一
回
、
平
均
四
～
五
頭
で
、
稀

に
秋
に
も
出
産
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
冬
の

繁
殖
に
失
敗
し
た
個
体
で
あ
る
。
 

 
平
成
十
二
年
頃
か
ら
里
地
へ
の
出
没

が
見
ら
れ
だ
し
、
そ
の
後
、
年
を
追
う
ご

と
に
分
布
域
の
拡
大
が
顕
著
に
表
れ
、
現

在
で
は
市
街
地
を
除
く
ほ
ぼ
全
域
に
出

没
、
農
作
物
の
被
害
や
道
路
の
法
面
の
崩

壊
、
人
家
の
屋
根
へ
の
落
石
被
害
な
ど
、

眼
に
余
る
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
 

 
本
種
の
個
体
数
の
拡
大
要
因
は
概
ね

二
つ
の
説
が
あ
る
。
一
つ
は
平
成
十
年
頃

か
ら
キ
ツ
ネ
が
疥
癬
病
(
テ
ン
パ
)
の
蔓

延
で
短
期
間
の
う
ち
に
壊
滅
状
態
ま
で

に
陥
っ
た
。
本
種
の
ウ
リ
坊
(
生
後
四
ヶ

月
半
で
体
毛
が
シ
マ
ウ
リ
に
似
て
い

る
。
)
を
食
べ
る
天
敵
で
あ
り
、
個
体
数

の
調
整
に
益
獣
と
し
て
貢
献
し
て
き
た
。
 

 
二
つ
は
平
成
十
二
年
頃
か
ら
急
速
に

個
体
数
の
拡
大
が
見
ら
れ
だ
し
た
。
そ
の

要
因
は
「
イ
ノ
ブ
タ
」
の
増
大
に
あ
る
と

推
測
す
る
。
(舜
)は
県
獣
害
対
策
指
導
員

と
し
て
本
種
の
生
態
や
動
向
、
個
体
数
の

調
整
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
考
察
す
る
と
個
体
数
の
拡
大
は

家
畜
の
豚
が
何
ら
か
の
理
由
で
野
に
放

た
れ
た
か
、
逸
脱
し
、
イ
ノ
ブ
タ
化
し
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
理
由
と
し
て
①
年
中

ウ
リ
坊
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
春
仔
ば
か

り
で
な
く
季
節
を
問
わ
ず
生
ま
れ
て
い

る
②
七
頭
か
ら
八
頭
と
多
産
で
あ
る
。
こ

れ
は
ブ
タ
の
先
祖
は
イ
ノ
シ
シ
で
あ
り
、

出
産
回
数
を
多
く
多
産
系
に
品
種
改
良

さ
れ
た
種
が
家
畜
の
ブ
タ
で
あ
る
。
③
捕

獲
し
た
個
体
の
う
ち
豚
と
イ
ノ
シ
シ
が

交
雑
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
個
体
が
多
く

捕
獲
さ
れ
る
。
④
生
活
環
境
が
野
生
イ
ノ

シ
シ
と
異
な
っ
て
き
た
。
平
成
十
二
年
頃

ま
で
の
イ
ノ
シ
シ
は
山
地
奥
山
に
寝
屋

を
持
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
人
家
の
数

十
㍍
離
れ
た
休
耕
地
の
ス
ス
キ
原
に

点
々
と
寝
屋
を
持
ち
昼
間
で
も
姿
を
見

せ
る
。
⑤
餌
場
を
山
野
か
ら
里
地
の
農
作

物
を
主
食
と
し
て
い
る
。
①
か
ら
⑤
ま
で

(
舜
)
の
体
験
、
観
察
結
果
を
纏
め
て
み
た
。

は
じ
め
に
、
本
来
の
生
態
を
述
べ
た
が
現

在
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
解

か
る
。
 
 
 
  
 
  

ニ
ホ
ン
ザ
ル
 

昭
和
三
十
年
代
は
、
遠
望
や
川
売
の
山

猿
と
い
っ
て
何
処
に
で
も
居
た
訳
で
は

な
く
、
川
売
の
山
続
き
の
玖
老
勢
あ
た
り

で
稀
に
見
た
程
度
で
あ
る
。
作
手
地
区
の

南
部
、
新
城
の
野
田
地
内
な
ど
に
は
本
宮

山
を
分
布
域
と
す
る
個
体
群
の
生
息
が

見
ら
れ
た
が
、
農
作
物
等
の
被
害
は
あ
ま

り
聞
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
分
布
域
が

拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
林
地
を
利
用
し

た
「
し
い
た
け
栽
培
」
な
ど
に
被
害
が
出

四
谷
の

 

千
枚
田田
だ
よ
り
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ブ
タ
と
見
間
違
う
個
体
(♂
) 



始
め
た
が
、
農
地
ま
で
の
出
没
は
稀
で
農

作
物
の
被
害
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

身
平
橋
の
入
屋
は
「
し
い
た
け
栽
培
」
を

生
業
と
し
て
い
た
が
、
被
害
の
拡
大
か
ら

生
息
の
み
ら
れ
な
い
寒
狭
川
の
湯
島
橋

を
渡
っ
た
愛
郷
地
内
で
し
い
た
け
栽
培

を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
順
調
な
経
営
が

続
い
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
一
群
が
寒

狭
川
を
越
し
、
食
害
が
頻
発
。
廃
業
に
至

っ
た
。
事
例
と
し
て
平
成
十
七
年
に
は
小

滝
・
守
義
地
内
に
も
出
没
が
み
ら
れ
、
そ

の
後
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
る
。
 

昔
の
サ
ル
は
「
ズ
ク
シ
」
を
食
べ
と
っ

た
が
、
今
じ
ゃ
あ
贅
沢
に
な
っ
て
人
並
み

に
何
で
も
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
福
井
さ
ん
の
お
か
げ
で
最
近
で
は

爆
竹
が
あ
ま
り
鳴
ら
な
く
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。
 

三三
遠
南
信
交
流
会
東
三
河
編
 

 
三
遠
南
信
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
と
は
、
三
遠
南
信
地
域
の
事
業
展
開
の

可
能
性
を
探
り
、
地
域
住
民
相
互
、
地
域

住
民
と
行
政
、
経
済
界
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
発
足
。
そ
の
実
質
的

な
役
割
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
当
協

議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

 
六
月
二
十
五
日
、
三
遠
南
信
交
流
会
東

三
河
編
が
四
谷
の
千
枚
田
を
会
場
に
開

か
れ
た
。
午
前
中
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
千
枚
田
散
策
、
午
後
は
身
平
橋
集

会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
拠
点
の
課
題
、

問
題
点
な
ど
を
議
論
し
た
。
 

農
業
学
習
 

 
七
月
七
日
、
福
井
県
勝
山
市
の
私
立
か

つ
や
ま
子
ど
も
の
村
小
中
学
校
の
小
学

生
二
十
三
名
が
千
枚
田
を
訪
れ
た
。
 

 
こ
の
学
校
は
平
成
十
年
に
福
井
県
勝

山
市
の
誘
致
を
受
け
て
公
立
学
校
の
校

舎
を
つ
か
っ
た
日
本
で
初
め
て
の
私
立

学
校
で
、
全
国
か
ら
志
望
す
る
全
寮
制

(
週
末
帰
省
あ
り
)
で
自
己
決
定
・
個
性

化
・
体
験
学
習
を
基
本
原
則
と
し
た
自
由

学
校
で
あ
る
。
今
回
の
訪
問
は
子
ど
も
た

ち
が
ネ
ッ
ト
で
四
谷
の
千
枚
田
を
選
定
、

農
業
(
稲
作
)
に
つ
い
て
の
勉
学
が
主
目

的
で
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
か
ら
稲
作
栽
培

の
質
問
が
続
出
し
た
。
こ
の
学
習
に
は
市

鳳
来
地
域
整
備
課
の
職
員
と
(
舜
)
が
対

応
し
た
。
 

郷
土
研
究
会
 

 
七
月
九
日
、
設
楽
原
歴
史
資
料
館
を
会

場
に
新
城
市
郷
土
研
究
会
(
月
例
)
が
開

か
れ
、
講
師
と
し
て
「
地
域
お
こ
し
」
～

四
谷
の
千
枚
田
か
ら
～
を
題
材
に
九
十

分
の
講
演
を
行
っ
た
。
地
域
の
宝
と
し
て

の
活
動
、
市
、
県
の
顔
と
な
っ
た
も
の
の

地
元
の
苦
労
、
棚
田
保
全
の
難
し
さ
等
々
、

本
音
を
語
り
、
会
員
か
ら
暖
か
い
エ
ー
ル

を
頂
い
た
。
 

ア
フ
リ
カ
の
農
学
研
修
者
の
視視
察察
 

七
月
十
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
集
団
研
修
を

お
世
話
す
る
名
古
屋
大
学
農
学
国
際
教

育
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー
は
「
ア
フ
リ
カ
地

域

稲
作
振
興
の
た
め
の
中
核
的
農
学
研

究
者
の
育
成
」
の
技
術
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。
ア
フ
リ
カ
は
現
在
、
稲
作
振
興
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
今
回
、
こ
の
研
修

に
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
選
定
。
ケ
ニ
ア

連
邦
共
和
国
を
始
め
十
二
か
国
、
十
八
名

の
農
学
研
究
者
が
熱
心
に
技
術
研
修
を

行
っ
た
。
質
問
の
事
例
;
株
間
が
狭
い
が

大
丈
夫
か
・
・
収
量
は
・
・
水
を
温
め
る

工
夫
は
・
・
手
植
え
か
、
機
械
植
え
か
・
・

等
々
、
約
二
時
間
を
稲
作
技
術
の
習
得
に
 

真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。
最
後
に
(
舜
)へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
国
に
帰
り
、
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
実

践
す
る
。
ぜ
ひ
、
ア
フ
リ
カ
に
来
て
下
さ

い
と
誘
わ
れ
た
。
ぜ
ひ
、
ア
フ
リ
カ
へ
と

言
わ
れ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
、
玖
老
勢
の
サ

ー
ク
ル
Ｋ
へ
行
く
よ
う
な
簡
単
な
訳
に

は
い
か
な
い
。
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